








速いもので、私がNEDO から FCDIC に移ってから来年度（2005 年７月）で 10年を迎えることになる。こ

の間数多くの国際会議に参加・講演する機会に恵まれた。今回は、各国で開催される代表的な国際会議につい

て、その考え方や運営のプリンシプルに関する比較を試みて見たいと思う。国際会議といっても無数に存在す

るが、アメリカの FCセミナーについては、筆者が７年間に亘って組織委員を勤めた関係上、運営の基本的な考

え方について、舞台裏のホットな議論を覗き見る機会を持つことができた。ヨーロッパの Grove Symposiumに

ついては、会議に参加しただけであり、表面的なことしか知り得ないが、たまたま 04年５月末に中国で開か

れたHYFORUMに出席する機会があり、それは私にとっては極めて印象が強かったので、これらのセミナーの

特徴を比較して感想を述べることにしたい。

アメリカのセミナーにおける基本的な特徴は、セミナーそれ自身がマーケットの対象として位置づけられて

いることであり、したがって、如何に多くの参加者を集め、収益を上げるかに議論の焦点が置かれている点に

ある。セミナーの前に "short course" と称する基礎講座が開かれているが、日本であれば適当な講師を決めれ

ば内容はお任せという考え方であるのに対して、FCセミナーの場合は、組織委員会で前もって講義の目次や内

容についてヒヤリングを行い、それで承認するプロセスがとられている。その代わり、講師に対する謝礼は極

めて高い。又 FCセミナーでは、収集されたアンケートは事務局（民間企業）で分類・整理され、第３者に依頼

して提出された全体のレビューとともに組織委員に配布されることになっている。したがって、セミナーが修

了した時点での組織委員会は、これらの資料を参考に、講演内容やスピーカーの選択を含めて、会議の成果に

関する徹底的な評価が行われる。

中国の北京で開催されたHYFORUMは、中国での広大な将来の市場を見据えてと思われるが、ドイツを中心

とするヨーロッパ勢が資金とノウハウを提供し、会議の運営に積極的に参画していた事実を、大きな特徴とし

て挙げることができよう。私も「日本における定置式 FCの動向」について講演を行ったが、これもセッション

の議長を務めたドイツの Prof. Garche から依頼されたものであり、参加費も EUROで支払った。人民大会堂で

開かれたレセプションは、ダイムラークライスラーがスポンサーであり、EC（European Commission）は、中

国の首相と並んで会議の主催者（Patronage）としてセミナーにおけるスポンサーの地位についていた。

中国の燃料電池や水素エネルギー技術の研究開発は、そんなに派手ではなく、計画自体はむしろ控えめであ

るが、大学や１部や自動車会社を中心に、地道に進められているように感じられる。この詳しい情報については、

本誌に紹介した。欧米の情報は豊富であるが、中国の動向についても、今後とも注目しておく必要がありそう

である。
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